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家庭教育の本質と意義
　家庭教育という概念は，大別して二つの内容を持っていると思う。すなわ
ちそれは，家庭生活を営むことによって自然と幼児および構成員に及ぼして
いるところの教育と，家庭において特に施行される有意的な教育の二つであ
る。勿論，実際にあっては，この二つの教育が必ずしもはっきりと区別する
ことはできず，前者すなわち生活の上に後者は成りたつのであるし，前者が
注意深く，体系化したときに後者は始まり，有意的・方法的教育がゆるやか
となったときに生活と一体化するのであって，その境は決して存在するわけ
ではないが，家庭教育ということを考えるさいには是非ともこの両者を区別
しておかなければならないのである。特に世俗一般の傾向としては，家庭教
育という概念から受けるものは，後者すなわち「しつけ」といえるもののみ
に考えやすく，そのために，家庭教育が重んじられ，熱心に行われながら却
って家庭教育がそこなわれてしまうことさえあるのである。その原因はいう
までもなく，両者の認識，理解の不充分から来るものであって，二者の区別
を明らかにすることは是非とも必要なのである。
　家庭教育にあっても，昨今教育界を害しているような考え方が見られるの
である。それは，理想の入間像あるいは人間として究極の姿を先ず設定し
て，それに教育活動を従属させようとする態度である。現存する子供への配
慮よりも，すなわち現在子供がどのような要求を抱き，何に対して興味を持
っているのかといった問題よりも，最高の姿，具体的な内容を持った立派な
人閲を描き，一日も早くここに到達するようにと願い，方法を用いるのであ
る。それ故，そこには相対的な見方のみしかなく，最終段階にどのくらい近
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ついたかを常に念頭におくのである。
　かかる教育活動については別に論ずるとしても，このような態度が，家庭
必具のものとはいえない。家庭生活は，その本質において強い有意性は持た
ないものである。狭い意味での目的，固定した意味での目的を意識している
とは限らないのである。仮りに多くの家庭が目的を意識しているとしても，
あまり具体的なものであろうはずはなく，実際の毎日を方向づける程，強力
なものではないはずである。このような生活こそ現実の日常生活であり，意
図的な家庭生活より本質的な側面を表わしているともいえよう。
　それでは本質的な家庭生活のなかに，自然に存する家庭教育の本質および
意義を先ずもとめてみなければなるまい。無意図的，無意識的家庭教育，あ
るいは生活としての教育，日常経験としての教育の本質と意義とを知ろうと
するのである。この点についての十分なる理解が，多くは誤解されているよ
うな「方法的に行われる教育こそ家庭教育の本義である」との解釈を是正す
る道でもあると思うのである。この問題に入る前に，方法的，意図的に行わ
れる教育が，何故，家庭教育の本筋であるかのように解釈されるのであろう
か。少なくとも世俗一般においてはそのように解釈されているのは何故であ
ろうか。これをきわめることによって，家庭教育の本質および意義が理解で
きるのである。
　誤解の原因の第一は，教育という概念が学校教育と同義に考えられている
ためである。教育と学校とは同一にみなされている場合が多いのであるが，
いうまでもなく，学校という組織体が形成される以前から教育という活動は
あったし，学校の卒業と同時に教育が終了したとみなすことも誤りなのであ
る。しかしながら教育ということが，社会的にも理論的にも，顕著なる問題
として認識されるようになったのは学校という組織体なり制度なりが出現し
てからのことであることまでは事実といわざるを得ない。歴史的にいえるば
かりでもなく，現在においても，概念的に最も明確なる教育は学校教育であ
るということは容易にできよう。そのため家庭教育という言葉における「教
一97一
育」も，学校教育の概念，すなわち純粋の教育活動を社会体制あるいは政治
体制等によって変形させられ，方向を固定化され，方法化させられた教育と
解釈する立場と同一に考え，家庭教育を家庭において行なわれる方法教育と
みなしてし・まうのである。第二に，概念的にのみでなく，現代においては，
学校教育が児童の生活時間あるいは場面を大きく占領しているという事実を
あげなければなるまい。学校教育の努力が強すぎるがために，児童および両
親の持てる教育的時閥は，学校教育に従属したかたちとなり，学校教育を第
一義に考えずにはおられないようにさえなったのである。学校教育の場にお
いてよりよき結果を得ることが，家庭教育での目的になってしまうのであ
る。家庭教育がその本義を発揮するよりも，学校教育の僕として方法を練り
態度を決定しなければならなくなるのである。家庭にあっても子供は多くの
時間を学業の予習，復習に追われ，ほとんど家庭では机に向い書物に触れる
外ないとした現状なのである。それ故，教育即学校教育，学校教育第一主義
の解釈が成りたったのである。
　以上の二つよりも，もっと根本的なるものは，人生における家庭生活の意
義を充分には認識していない事である。人生において家庭程古いものはなく
永い間所属し影響を受けずにはおれないものは，外に例をみないにもかかわ
らず，改めて眺めようとしないのである。家庭において人間は生を受け維持
されるといった面は説かれている。家庭の社会的必要はおおいに論ぜられて
いる。家庭の詩は美しく歌われている。しかし不思議なことに，人閥の家庭
を，家庭そのものの実体を，あるいは家庭そのものの内部的意義を精密に，
明確に省察することはあまりなされてはいないのである。近来，たしかにこ
の方面へ関心がはらわれだし家庭の研究が，とくに社会学の分野において問
われだしたが，充分なる結果を得ているとはいえない，従って，家庭を尊重
すぺきであるといっても，あるいは教育の場として家庭が重要であるといっ
ても実感が伴わないばかりか，家庭などは個人の自由を束縛するものである
がために可能な限り単純な方が望ましいとさえ考えるのである。家庭人にな
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るとは「人生の墓場」へ赴くことであり，家庭生活には妥協と欺購しかない
と考えるのである。最早いうまでもなく，このような考えに基礎をおいた家
庭には，本義的家庭教育は成立せず無視され，方法的家庭教育のみがかろう
じて，あるいは唯一のものとして登場するのである。
　さて，もう一度前に帰って，家庭教育の本義は，家庭生活それ自体の裡に
自然に存する教育であるという意味を，もう少し精しく考えておかなければ
なるまい。この点についての考察は，生活による教育という現代教育理論の
検討ということにならざるを得ないのである。生活即教育という原理は，学
校教育と結びついた場合，教育の過程をつとめて児童の生活に合致したもの
にしていこうとする態度を教師がもって生徒に接し，生徒がその生活を切り
開いていくことをめざすことと，児童をして教育を受けつつあるのだという
特殊な意識を持たしめることなく，極く自然に生活しているのだとの意識の
うちに教育をなさんとすることの二つの面を持っている。本義的家庭教育の
場合は，もっと極端であって，教育主体の方も教育を意識していないのであ
る。もっと精確にいうと，親に教育の意識があろうとなかろうと，毎日の家
庭生活は全般的に意識的要素はとぼしい。徹頭徹尾ただ生活そのものだけ
で，雑然とした，どこにも強力な教育意識などのみあたらない生活だけのも
のなのである。どこにも明確な意識を伴って教育の主体があったり客体があ
・ったりするのではないのである。
　このようにいうと，教育のないところから教育が生じて来るといっている
ようにも聞えようが，決してそのような非論理的なことをいおうとしている
のではない。ただ，教育意識のないところにも教育的事実はあり，その事実
の所産としての教育的結果もあり，それを以ってこそ，家庭教育特有の本義
とするのである。
　すなわち，本質的にいって家庭教育は，どこまでも純生活的な教育なので
ある。教育的意識がどこにも働いてはいないにもかかわらず結果として教育
が生じて来るというのは，いかなる意味をもつのであろうか，あるいは家庭
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生活のうちには，教育的結果を生むどんな教育性があるのであろうか。これ
が次に重要な問題となるのである。
家庭生活のもつ教育性
　生活事実は，家庭そのものにとって本質的なものであり，この本質的なる
ものにこそ，家庭教育の本義が存する，従って家庭教育の本質は家庭生活の
なかに存在する教育性によって現われるのである。換言すると，本義的家庭
教育は，家庭生活のなかにある教育性によって行われるものなのである。
　しかしここで注意しなければならないことは，「家庭生活のもつ教育性と
はいかなるものか」との問から，ある家庭がその特殊な条件を備えているこ
とによって，かくかくの教育性を有する，という答をひきだしても何の意味
をも持たないのである。すなわち，両親が共に高等教育を終了していると
か，その家庭が文化的に特に素晴しいとかいう場合，その家庭に教育性の豊
かなるものが存在するのは当然であって，これを記述したところで何の意味
も実はないのである。この場合の教育性は家庭生活そのものに，あるいは普
遍的な意味での家庭生活に存在するものではなく特殊な家庭に限り存在する
特殊な条件に附帯する教育性であるからして，家庭生活そのものが有する教
育性を知る手懸にはならないのである。われわれがここに追求しているもの
は，何等特別の条件をもたない，もしもっているとしたらそれを除いた結果
考えられる家庭そのものの本来の生活に，どのような教育性があるかという
ことなのである。すなわち，世間一般の平凡家庭，ないし特別の家庭でも，
それが家庭としての生活的本質をさえ有しているならば，普遍的に発見でき
る教育性は何かということである。換言するならば，親と子の純粋な本質的
な関係や無意図的に進行している生々しい家庭生活そのものにある教育性を
問うのでありそれに基く家庭教育の本義を問わんとするのである。
　ナマ　生の家庭生活を研究の対象にしようとした場合，明確な姿ではとらえられ
ないのが常であろう。形式的には不整備なる場合が多いからである。しか
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し，具体的，特殊条件を削除した残りにもかならずあるものは，家庭の構成
員間にみられる「純人間交渉」である。性愛に結ばれたる夫婦と，血縁に繋
がれたる親子，兄弟姉妹と，それらの派生と複合との，極めて密なる，最も
純粋な人間交渉体が家庭であろら。この交渉は必ずしも倫理的人間の交渉の
名にふさわしく理想的なものであるとは限らない。多分に原始的なものもあ
ろうし，作法形式の欠けたるものもあろう。毎日の生活に追われ，高尚な事
柄について考えをめぐらす余裕も能力もない家庭にもやはり，否むしろかえ
ってしばしば，純粋な人問的交渉を見出すことはできるのである。
　原始的にせよ，文化的にせよ，家庭生活における互の交渉は，一般の社会
生活のように功利打算，生存競争の駆引以外のものをもち，規範以外のもの
をもっているはずである。純粋なる人間交渉とは，すなわちこのような意味
をもった表現なのである。換言すれば，事務交渉前，規範交渉以前の純人間
的なる交渉である。
　人間はこのような人間交渉のなかに産れ，育つのである。親は功利打算を
捨てて，体裁などかまわず献身的に我が子の養育に努めるのである。労働力
を金銭に換算することを正当な権利と考えている人間でさえ，我が子の養育
扶育に関しては，自ら自己の信念を曲げ放棄して，全身全霊を捧げてしま
い，何の矛盾も感じないのである。人間はかかる人間交渉によって人間とな
るのであるし，人の子が家庭に生れ家庭に育つことによって人間性は養われ
るという教育効果は，先ず認めねばならない「家庭生活の教育性」である。
　入間性が人間性によって育てられてゆくために，その交渉範囲の小さいこ
とと，恒常性を持っていることなどは，家庭生活が持つ一つの主要な特質で
あろう。交渉が純粋に人間的であることが家庭の第一要件であることは改め
て述べるまでもないが，もしかりにこれが，中国に見られる大家族制の如
く，広大なものであったり，家庭の成員が絶えず変るようなものであったり
したならば，その効果は少ないばかりでなく，全く違ったものになるであろ
う、すぺての入の子が，小さくして恒常性のある一家庭に所属し，先ずその
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教育性を受けてゆくことは，まことに意義深いことといわなければならない
のである。この点からみても，一夫多妻ないし一妻多夫家庭は複雑な条件を
含み，一夫一婦家庭の方が，その教育性においてより進歩せるものといえる
し，家庭教育の本義は一夫一婦制の確立によってはじめて充分にその内容を
発揮できるといえるのである。子供との関係が分散することなく全一絶対的
であり，他人ないし第三者の介入を許さない一夫一婦制の家庭にあっては，
親の本義は，まさに「生みの親と共に育ての親」という所に存し，純人閥的
な関係が成立し，何のためにというような相対性の上にではなく，絶対的な
人聞関係が成立するところに親たるの真義があるのである。
　家庭教育が親の愛によって成立するとは俗に言われるところであるが，こ
の親の愛たるやいかなる意味を持ったものなのか充分に検討する必要のある
事柄であって，別に精しく考察を試みるべきと思う。ここでは，とにかく，
人間愛の満された生活とは，純粋なる，絶対的な人間交渉以外のなにもので
もなく，ここにこそ教育性の本義が存するというに止めることにする。しか
も，実際生活にあっては，必ずしも愛が愛らしくあらわれていない朝夕平凡
な生活のうちに，淡々として行われる純人聞交渉の不断の事実にも，如何に
多くの家庭教育の本義が存在しているかを見落すことは出来ないのである。
　さて人間交渉というと，如何にも心と心との直接の触れあいにのみ生きて
いるようであるが，家庭生活の実際は，必ずしもうっとりした心の生活ばか
りではないのである。それはどこまでも現実的な生活であり，種々雑多な条
件に満たされるものなのである。家庭生活のかかる現実性に，家庭生活の教
育性の第二が見出されるのである。
　家庭が現実的であることは，衣食住にまとめることができるような「生存
の物的要件」においていえることは勿論であって，家庭におけるもっとも基
本的な日常の事柄である。さらにその上，家庭は決して閉ざされた隔離され
た集団ではなくして，政治問題が影響を与え，社会不安が直ちにおしよせて
来るような「社会的要件」「公務的要件」に対しても開かれた集団であるこ
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とを思えば容易に理解できるところであろう。すなわち，家庭は心の通った
平穏な温い人間交渉の場であると同時に，人間生活の現実を離れた「幻の世
界」にあるのではない。現実の波をうけているのである。このような現実性
を多分に持った家庭のなかにあって生活することによって，生きた経験す
なわち現実の諸問題に直面して解決することや，数多くのものを学ぶことが
できるのである。しかも現実的な生活を営むことによって最もよく訓練でき
ることは，問題が具体的，現実的であるがために，あらゆる事柄，問題がす
べてその背後に多数の関連を有していること，すkては関係のうちに成立
し，一つとして隔離した，断絶したものはなく，連続していることを知らし
める点にあるといえよっ。
　しかし一面，子供は家庭生活の内に護られていることは事実である。成人
と同じように現実に直面しているわけではない。自然の親心として，子供を
可能な限り現実の荒波から守り，無風地帯に置こうと努めるし，更に学校教
育の開始とともに，家庭を学校の寄宿舎のようにしておかなければ気がすま
ないのである。これらは皆無理のないところであるが，このことから，家庭
教育の本義そのものから現実性の育成を除く理由とはならないのである。い
わんや家庭生活が持っている現実1生を子供の教育のためとてとりのぞいた
り，子供に知らしめないように努めるなどということは不可能でもあるし，
許さるべきことではない。子供は子供らしく無邪気であればよく，世の中の
ことなど知る必要かない，いずれ成人したとき自ら知るようになるのだから
今から知らせる必要はない。とか，学校の勉強が忙しく家事は手伝わせられ
ない，勉強のしやすいようにしてやり，勉強の邪魔になるような学校の事以
外は耳に入れないようにした方がよい。これらは今日極く一般的な考え方で
あろうが，言うまでもなく大変な謬想という他ないのである。
　　「私は生活に忙し過ぎて，子供の面倒をみてやれません。到底家庭教育な
ど，私にはできないのです」との愁嘆を聞くこともあろうが，これは家庭教
育を単に方法的教育に誤解しているものであり，その意味では当然であっ
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て，世間に，そのような家庭教育のできる家庭がいくつあり得よう。子供に
方法的教育までも与え得ることは親への希望であり，勧告であるかも知れな
いが，しかし，それが充分できなくとも，家庭生活を尊重し，家庭構成員の
変化，成長に支障とならず，円滑に運営されているならば，そのなかに本義
的家庭教育は厳として存しているのだということを充分に認識する必要があ
るようである。
　家庭生活そのものの具有する教育性及びその効果として，人間性と現実性
とをあげたのは，家庭の生活的実際に密着した問題点として衆人の認めると
ころであろうが，第三点として，更に家庭というものを人間社会における生
活形態の一つとして考え，その特殊性を考えた場合，それが「伝統体」であ
ることと，社会内の一区画体であることを発見するのである。このことは社
会学の分野に属するものであって，改めて説明するまでもないところかと思
うが，縦には一伝統体であり，横には一区画体であることが，縦横相交錯す
るところに生ずる各家庭の個性こそが，家庭生活の教育性として，最も有意
義なる問題となるのである。各家庭の個性，独自性といったものを認める点
では恐らく誰れも否定はできまい，昨今の如く，変動著しい時代にあっても
家庭が有するかくのごとき，縦横からの影響は，強く子供の発達におよぼ
し，家庭の一員としての色彩を持つようになるのである。
　あたかも一つの社会が特有の社会意識なるものを，社会の色彩によって変
形しながら持つと同じように，その家庭独自の色彩，個性によって，家族の
各構成員は影響をうけ，影響し合っているのである。生活はこれらによって
支配されているとみることもできるのである。それが最も明確な客観的存在
となったとき「家憲」と呼ばれたようなものになり，それ程明確ではない
が，家族の感じ方，考え方，行ない方の上に，ある方向づけをなし，限定してい
るようなものが「家風」といえるものであろう。これらの内容が常に優秀で
あるとは限らず，殊に，伝統的なものであるから，時代や社会の変動に即応
せず混乱の種ともなろう。内容を伴わせたるものの必然的な運命である。し
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かしながら，そのことのために，かかる家庭が持ち続ける個性なり伝統とい
うものが，無意味であり，時としては害悪なるが故に排除せよ，必要ないと
する議論にはならないのである。古きものは悪しきもの，意味ないもの，邪
魔なものとの意識は，皆この点に関する無理解から来たものなのである。育
ちゆくものの性格形成のために，家庭のなかに受け継がれてきたものは大き
な影響力を持つのである。過去は常に現在のなかに生き続け方向性を与えて
いるということを忘れてはならないのである。但し，将来なるものが過去と
同じ内容を持つとは誰れにもいえまいし，いうことは不可能であろう。この
点は否定し得ない所である。この点に関し認めるということは，過去を不必
要と感じ，家庭のうちに流れる伝統的性恪を無視してよいとは結びつかない
のである。将来に目を向けるとき，過去の事柄は何の役にも立たない。「家
憲」「家風」は人々の自由な行動を束縛するばかりである。という意見は大
変な誤解から出ているのである。これらは皆歴史のなかに存する精神を理
解せず単に内容にのみとらわれているからであって，思想の流れとは見ず，
事実の集積とのみ解釈しているからのことである。この問題は別にしても，
伝統的なるものを，単にその内容だけをとって教え込もうとか，その通り
に行動させようとした場合には，いうまでもなく抵抗あるのみである。過去
においての美徳が現在は承認できない例はいくらでもある。しかし，いかな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lる場にあっても生きぬく能力を持ち，変化に適応して行く力量ある人間を教
育活動のめざす所においた場合，態度は一変し，これら伝統的なるものは最
高の教育材料になるのである。まことに貴重なる家庭の教育性というぺきで
あろう。知識としては総てを理解していながら実生活の諸条件を処理し得な
い人間，たとえば水泳法を，その詳細にわたってまで知っていながら，水に
溺れるような入間は，教育のめざす人間像ではない。知識を使いこなせる人
間，いかなる方面や場面にも己れのもち続けている「まとまり」を維持でき
る人間をこそ，教育活動は作ろうとしているのである。幼時から，否，いつ
の時期にも，その時のあるまとまりを訓練させ，まとまりそのことを癖づけ
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ることは，教育性にもっとも必要なことなのである。初めから生活のながで
まとまりというものが育てられるという点で家庭生活は最も有効なる教育性
を有しているのである。
　以上，家庭生活が，それ自体として具有する三つの教育性を考察してみた
が，いずれも皆，人間の根底をなす面を成長させるにあたって，いかに生活
的教育体たる家庭の教育が力あるか，ということを表わしているのである。
教育の他の方面が，これら人間としての根底を占める分野の上につけ加えら
れる，あるいはそれと共に行われるとした場合，家庭教育の意義は計り知れ
ないといえるのである。
家庭の変化と家庭教育
　家庭とは何であるか，改めて家庭の概念規定を試みようとしてもなかなか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
容易でないことに気づくのである。社会生活，特に産業方法の変化に伴っ
て，その形態と組織様式とは非常に大きな差違を見るのである。現代におい
ては特にその変遷は著しく，家庭を維持し，成り立たせているものは何かに
ついての答を出すには適さないとさえ思えるのである。語義はいうまでもな
く，「夫婦を中心に血縁関係が生活している小集団」ということになるが，
小集団を結びつけている思想なり理念なりは何んであるのか。
　家庭も神の作りしものではなく，人間の作りしものである以上，人間の必
要と要求との種々相に対しそれぞれの順応をもって移りゆくものであること
は認められよう。前近代的な家庭生活にあっては想像だにできなかったであ
ろうような思想が，現在は家庭生活を根本的に支配しているものもあるので
ある。その一つにあげられるものは，生産様式の変化に伴い，全部が家庭産
業てあった当時とは経済的な要件，生活様式そのもの，あるいは人間交渉等，
相当な変化の存在を認めることができるのである。現代においての家庭の概
念を明確にするという問題は別にするとして，家庭教育という立場からみ
て，従来家庭が濃厚に持っていた生活的教育性において，どのような変化，
一106一
あるいは変化する可能性を持っているかを明らかにすぺきであると思うので
ある。
　先ず家庭外労働が主になってきたとき，家庭内の人間交渉が，少なくとも
その量において減少してくることは否定できないところである。両親と子供
という人間交渉についても，父親対子供の関係をみると，一つには，父親の
不在，仕事への熱中のあまり子供に対する配慮の希薄が生じる場合もある
し，労働過剰あるいは会社内での不適合から来る精神的疲労のために，家庭
内の人間交渉を減少させ問題を回避しようとする場合もあるのである。第一
のように，経済的に潤いがあっても父親としての役割は少なくともその量の
上からは減少するという場合も，第二のように不満足のうっ積から父親の役
割を回避している場合も，ともに当人である父親の努力よりも母親の努力あ
るいは配慮によって，そこに予想される欠陥をおぎなう道が開かれてくるの
である。父母の連絡が充分におこなわれている家庭では，たとえ不在続きの
父親にも，尊敬の的，心のよりどころとしての役割をはたさせることはでき
ようし，時間的な減少を質の．ヒで高めることができるのである。一方精神的
に過度の疲労にある父親に対しても，積極的な役割をはたさせなくとも，考
え方を拡げさせる教材としての役割をはたさせることができるのである。さ
らに極端なことをいえば，家庭の特色を作りだすことは，その多くが母親の
配慮にかかっていることを思えば，女親の役割，責任は，家庭内にあって大
きいことが理解できるし，この度合は経済生活が大きな割合をしめる現代ま
すます増大するということができよう。
　以上のように考察してきた場合，子供との人間交渉の第一線者たる母親の
不在，家庭外勤労は，多くの問題点と危険とをはらんでいるといえよう。勿
論，母を家庭の奥にとじこめておくことばかりが，家庭教育者としての母の
機能を完全にさせるなどということはできない。しかし，子供との親しき人
間交渉の上において，母の不在をよしとする理由はどこにもなく，母親は子
供との交渉を密にするところに本来の姿があると結論づけられるのであるし
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母の不在は，子供にとって損失であるばかりでなく，母そのものにとっても
反対方向をたどる行為といえるのである。
　現代til科学技術の時代であり機械化の時代である。人間生活では労働時間
が短縮され生産以外に使える時間が増加する一方，家庭生活の本来の教育性
から見るとき，一つの問題が起り，文化性に満ちて現実性に乏しくなると
いうことが考えられる。素より，父は耕し母は織る直接的生存労務と，複雑
極まる義理やつきあいに，毎日の全部を使いはたしていた古い家庭生活の現
実性を以って家庭の基準にすべきではないが，自然と人間との結びつき，自
と他との関連を不明確になるがごとき機械文明の生産は，本来の教育性をそ
こねているといえるのである。目の前に出現した食物が，何からどのような
道をたどって来たものか，自己がいかなる他者によって支えられまた自己が
他者にいかなる面で働きかけているのか等々，さまざまな現実性は，忘れ去
られる危険があるのである。
　家庭生活革新論者の多くは，古き家庭生活の時代おくれを批判するあま
り，家庭生活の一切の現実性そのものを，ただ無駄，徒労，煩項の一語にい
いすてて，現実性そのものの中に含む人生の意義とその家庭教育的効果を無
視させるようなことがないとはいえないのである。
　さらには縦の連続性としての伝統性も，生産様式の変化，すなわち機械化
の時代に入り変質させられ，充分認識されていない点を指摘したい。物質文
明の高度な発展に伴い，人々の関心が物質的，金銭的な充実感に支配されて
来ると，過去は現在よりも価値低きものとみなされ，日一日と機械は改良さ
れ高性能になるがために未来は輝かしいも，過去は薄暗くきたないものにな
りがちである。この結果として当然，家庭生活のなかに存在する伝統性の意
義はまったく認められなくもなるのである。親と子供の間に尊敬の念が形成
される一つの要因として，過去を重んじそれに基づいて未来があるとする時
間的連続性の確立をあげなければならないが，過去と未来との関連が理解で
きず，過去の意義が認識されなくなったならば，何を中心に家庭は「まとま
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り」を持つのであろうか。親よりも子供の考えの方が新しく進んでおり，よ
り真実となった場合，小さな一家庭においてさえまとまりがなく，常に変化
せずにはおれないということになるのである。ましてや祖先との関係にまで
立入る伝統などというものが成立し維持されるということは不可能に近くな
るのである。しかし，家風なき家庭，個性なき家庭が，何故望ましいといえ
ようや。誰が好んでこのような稀薄な家庭生活を求めようや。
家庭教育の再認識
　学校教育偏重が家庭教育の真価値を忘れさせ，方法的教育の意識過剰が家
庭生活そのものの本来的な，独自の教育性を忘れさせ，さらには，その教育
性を現代社会の大きな流れのなかに，あてどもなく漂流させて「仕方がない
のだ」に落着いてしまい，その誤りや無智と不用意とを反省してみようとは
せず，積極的に家庭生活の意義を見出そうともしないのでは，広く教育全体
が麻痺してしまうのである。これらの否定こそ，今日の家庭教育問題を再認
識する道ということができよう。
　再認識を求める声は，現在，各方面からなされている。その一つは社会事
業家からなされている。すなわち，青少年の不良化が大きな社会問題になっ
てきたことから，必ずといってよい程，出される意見は，「家庭生活のゆが
みがこうさせたし，家庭の教育にこそ責任がある」というのである。このよ
うな発言自身に多くの問題点があり　責任の転化，自己の職分への不誠実さ
を感ぜられるところではあるが，家庭教育の欠陥を指摘し，再認識をうなが
している言葉として解釈することは，勿論できることである。また逆に，彼
等は彼等なりに，その責任として，設備の完整した孤児院なり他の収容施設
を設け，組織を大きくし指導者の養成に努め，立派な感化者の力によって教
化せんと努力したとしても，その一番肝心な性格教育なり全人的教育におい
て，どうすることもできない限界を知り，家庭生活なきもの，家庭生活の欠
陥者に家庭以外のものを与えることは，一番与えなければならないものを与
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えていないことを知らされるのである。そのため，家庭生活の重要性を力説
せざるを得ず，彼等の仕事も，児童を家庭に預け，家庭教育の方に責任を転
化させた形をとらざるを得なくなったのである。家庭というもの以外では到
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　底達成することのできない面の再認識を要請しているのであるし我子のため
　　　　　　■　　　　
の我家庭のもつ教育性をもっともっと認識すぺきであるとの声にも聞くこと
ができるのである。
　さて，現代の家庭教育再認識において，いかなる点について最も強調すべ
きなのであろうか。これについては人により見解を異にしようが，先づ第一
は，各家庭に対して，家庭生活そのもののうちにこそ充分なる教育性が存在
していることを確認せしめて，これを発揮するために最もよい方法として，
たとえば構成員間の意見の交流を円滑にしたり，家庭の中心となるものを求
めたり，相互に尊敬し合う雰囲気を作るなど，いわゆる健実な家庭生活を建
設するよう努力をうながすことでなければならない。第二はこの家庭生活に
おける母親の役割がいかに中心的であり，とりわけ子供との関係にあっては
決定的であるかを自覚させることである。さらに第三には，母その人の人的
教養を向上させ，広い視野にたち，柔軟な判断ができるようにし，第四には
これらの基盤の上にたって，育児および教育の正しい理解を与えることであ
る。
　これらへの具体的な方法としては，←う若き女子の教養において家庭生活の
本義と家庭教育の重要性とを「連続性」の概念にもとついて予め教育するこ
と　，口母親に対して，その教育を再びし，補充し，徹底せしめること，そ
して日各個別的には，母親の当面の必要に適応して，相談の相手となり，指
導と激励とを与えることである。さらに実際に行う段階として，女子教育の
特殊性を明確にし，高等女子教育機関にあっては，この趣旨を全局的に又科
目的に加味することは，次代の母親を形成する不可欠の要件であり，単に女
子にとってのみ幸であるばかりでなく，人間全体が幸になるための道なので
ある。さらに現在の母親に対しては，講習会あるいは図書の普及，さらには
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相談所等を設け積極的に活動することは勿論大切なことながら，学校教育に
たずさわっている者が，自已の限界を認め逆に，家庭の教育機能を正当に要
求し，誘導し，促進するといった態度を工夫することが現在，特に効果ある
ことと思う。家庭教育を社会教育の施設あるいは方法において振興すると共
に，その子供を通じて各家庭に如実に働きかけていくということは極めて有
効なことであるからである。　（本学講師）
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